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学位論文要旨
本論は、西アジア先史時代の中で「農耕の開始」と「都市社会の形成」という人類史的な転換点の
間を繋ぐ諸文化の一つであるハラフ文化に焦点を当てて､ハラフ文化の社会経済的実態を明らかにし、
西アジア先史時代においてハラフ文化を位置づけ、その果たした役割を解明することを目的とした。
本論は前言とあとがきを除き、全９章で構成されている。以下章を追って要旨を記す。
第１章ハラフ文化研究の目的と研究史
ハラフ文化が都市文明へと至る農耕社会の発展期であると捉えてアプリオリにチーフダム段階の社
会が存在したとする考えを批判し、社会経済的資料の再検討の必要'性を強調した。また上記したよう
な捉え方が醸成されてきたハラフ文化の研究史を瞥見し､これと異なる本論の多様な視点を明示した。
第２章自然環境的背景とハラフ文化の定義、遺跡分布、地域ごとの特徴
まず、ハラフ文化とそれに関わる諸文化が展開した西アジアを、ジヤジーラ地方、南東アナトリア
地方、北レヴァント地方、中部メソポタミア地方、ザグロス地方に区分し、それぞれの自然環境につ
いて論じた。中でも西はユーフラテス河中流域の大湾曲部から東はティグリス河中流域のモースル付
近に至るまでの、南北５０～100kｍ、東西500kｍ近くにわたる乾燥ステップ帯であるジヤジーラ地
方をハラフ文化展開の中心舞台と考え、４地域に細分した。さらに、ハラフ彩文土器・トロス。出上
遺物のアセンブリッジなどの諸属性を基準として､研究対象であるハラフ文化を考古学的に定義した。
またこれらの諸属性の地理的分布が異なっていることについても言及し、それぞれが、ハラフ文化の
中核圏、広義のハラフ文化圏、ハラフ文化と接触のあった地域などの差異を表している可能性を指摘
している。
第３，４章ハラフ文化の編年（１）および（２）
ハラフ彩文上器を指標として、ハラフ文化をハラフ成立期、前期、中期、後期、終末期の５期に
編年した。その目的は、ハラフ文化の出自、時期ごとの空間分布の変異、同時代の他の文化との分布
的位置関係､ハラフ文化の終焉、などを考察するための基礎資料とすることにある。編年研究の結果、
1）ハラフ成立期の文化層を有する遺跡はジヤジーラ地方に限定して認められ、２）同地方ではハラフ
成立期から終末期に至るまでほぼ同一歩調をとってハラフ彩文土器インダストリーが変遷し、その問
一貫してハラフ彩文土器が量的に主体をなしていること、３）ジヤジーラ以外の地方でのハラフ彩文
－３９－
土器の出現時期が遅れること、４）ジャジーラ以外の地方では、在地の土器インダストリーの伝統が
強く残り、ある一定期間そうした上器伝統の中でハラフ彩文土器が客体的に出土する遺跡とハラフ彩
文上器が主体を占める遺跡が並存すること、などが判明した。その結果、ハラフ彩文上器がジャジー
ラ地方で出現し、同地方が一貫してハラフ彩文土器インダストリー展開の中核地帯となっていたこと
が確定した。このことは独り上器のみの問題に留まらず、ジャジーラ地方こそがハラフ文化の出現、
展開を研究する糸口となることを示唆していると言える。
第５章トロス
社会を考察する上で最も基本的な考古資料である住に関わる遺構について、特にハラフ文化に特
徴的なトロスと呼ばれる円形遺構を中心として整理･分析を進め考察を加えた。まずトロスが集落の
主体となっている遺跡の分布は、ジャジーラ地方の４地域および南東アナトリア地方のティグリス＝
ユーフラテス河上流域に限定されること、これらの地域以外では南東アナトリア地方のガジアンテッ
プーアダナ地域や中部メソポタミア地方の幾つかの地域でごく断片的にトロスが認められる程度で
あり、しかもそれらは方形プランの住居群の中に小型のトロスがごく少数存在しているだけであるこ
とが判明した。
これらのトロスを円形室の内径に基づいて小型･中型･大型トロスに区分し、内部施設や出土遺物な
ども検討して、小型トロスを貯蔵施設。炊事施設、中型トロスを一般住居、大型トロスを集落の共同
施設と､それぞれの機能を推定した。そしてハラフ成立期に小型トロスが主体となっていることから、
貯蔵施設としてトロスがハラフ社会に登場したことを主張し、その出自をジャジーラ地方を中心とす
る土器新石器時代の貯蔵用。作業用施設としての小型円形遺構に求めた。さらに筆者自身の民族誌調
査例を援用して、トロスを造った社会経済的な理由として、耐久性を犠牲にしても簡便に建設できる
ヴェンチレーションの良い建物であった点を抽出した。
第６章集落とセトウルメントパターン
トロスを主体とした集落構造の成立と衰退を、細分したハラフ文化の各時期ごとに追究した。ハラ
フ成立期には多数の小部屋からなる方形プランの住居の周辺に、貯蔵用施設として小型トロスが配さ
れる集落構造をとっていた。ハラフ前期から中期にかけて建物の主体がトロスとなり、住居、貯蔵施
設、炊事施設、作業場、公共施設など、集落の主要な施設はほぼ全てトロスで造られるようになった。
トロスの主軸方向や配置に明確な計画性を指摘できる例はなく、トロスが散在する拡散的な集落構造
であった。ハラフ後期に入ると方形小部屋群で形成された方形プランの建物が再び増加し始め、徐々
にトロスにとって代わるようになった。そしてハラフ後期から終末期にかけて、いくつかの建物ごと
のブロックにまとまった密集的な集落構造へと変化していく様子を明らかにした。もしトロスを主体
とする集落が最もハラフ文化的な集落であると想定するならば、無規則で拡散的な集落構造こそがハ
ラフ文化の特徴ということができるだろう。
ジャジーラ地方の先史時代集落史を顧みると、円形竪穴から地上型方形プラン住居への転換が先土
器新石器時代Ａ期末から同Ｂ期におこり、集落の大規模化、街路を配した集落プランの計画化が進
行した。土器新石器時代には、集落の大規模化は足踏み状態となるが、高密度で計画的に集落を造営
する傾向は継続している｡.従って、高密度の集落構造をつくるのに全く適さず、－戸あたりの住居面
積としても小さい円形プランのトロスを採用し、無規則で拡散的な集落構造をとっているハラフ文化
の集落は、高密度化、計画化という集落史の流れに逆行したものと言うことができる。
ハラフ文化の集落構造のこのような傾向は、セトウルメント･パターンとも呼応しているように見
える。現在までの研究に基づいて、ジヤジーラ地方のハラフ文化のセトウルメント･パターンとして
確実に復元できるのは、せいぜい２～３ｈａまでの集落面積の小型の集落が互いに３～５kｍ程度の距
離をおいて散在するというパターンであり、集落間の規模に顕著な格差は認められず、河川、ワディ
－４０－
沿いに限って並列するような集落立地も示さない。さらに筆者自身も行った民族誌的調査結果を含め
て、西アジアの様々な民族誌的資料を用いてハラフ文化の集落人口を算出し、一般的な集落ではせい
ぜい１００～２００人程度の人口規模であったと推定した。
第７章生業と経済
遺跡から出土している動植物資料の分析から、ハラフ文化の人々はエンメルコムギを中心とした穀
類を主体にレンズマメなどのマメ類を加えた天水農耕と、ヒツジ／ヤギを中心にウシ、ブタを補完し
た牧畜を基本生業としていたことが明らかになった。これらの動植物はジャジーラ地方では上器新石
器時代までに全て栽培家畜化されていたものであり、ハラフ文化の人々は前代までに開発された農法
や牧畜法を基本的に継承していて、新たな動植物や農牧畜法を積極的に開発した形跡はない。また生
産具を見ても、基本的にジヤジーラ地方の土器新石器時代と同様の型式の石器を継続して使用してお
り、ハラフ期になってから新たに開発されたり工夫されたりした石器は全く存在しないばかりか、剥
片剥離技術や定型的石器の種類や量において前代よりも貧弱化している。これらの資料から描けるの
は、それまでの生業を保守的かつ細々と継続していた人々の姿である。
次にハラフ社会の非農耕的経済活動を探るためにハラフ文化のアセンブリッジを再点検してみたと
ころ、ハラフ文化の人々が新たに開発した技術や型式を具現した遺物として、ハラフ彩文土器とペン
ダント型印章が抽出された。そして土器焼成窯を中心とした土器生産に関わる遺構の分析を行い、筆
者自身の民族誌的調査成果も加味しながら、ハラフ彩文土器の生産が専業工人による商業的生産で
あったことを主張し、また効率的な印章の発明の背景に物資管理技術の発達を想定した。こうした分
析に基づいて、ハラフ彩文土器生産と交易の強化がハラフ社会の重大な生活戦略となっていた可能性
を指摘した。
第８章墓制
ハラフ社会を傭敵する今ひとつの視点として墓制を取り上げ、墓の実例をまとめている。ハラフ文
化に見られる墓のタイプとしては土擴墓、火葬墓、頭蓋埋葬、集団墓などが挙げられるが、これらを
－次葬、二次葬という視点から捉えなおし、また被葬者や副葬品との関係を整理した。ハラフ文化で
採用されていた葬制は以下のように復元された。集団構成員が亡くなると、成人｡若年｡幼児を問わず
集落外か集落内の廃絶地区に土壌を掘って死者を側臥屈葬で埋葬した。その際に成人には少量の副葬
品を供えたが、幼児の場合は原則として副葬品は供えなかった。埋葬する場所や頭位方向などに特段
の規制は存在しなかった。その後、若年以上の構成員のうち特定の人々について土塘墓を掘り返して
人骨が取り出され、別の土壌に再葬したり、火葬したり、頭蓋骨を取り去ってそれを埋葬したりとい
う二次葬が執り行われた。二次葬の際には、土器や石製容器を意識的に破砕したり、－次葬時に比べ
ると若干多めの副葬品を添えたりというような葬送儀礼が実施された。
このハラフ文化の墓制を土器新石器時代の墓制と比較してみると、二次葬として火葬墓が新たに加
わっていることや、埋葬法の規制が緩やかなこと、副葬品が一般的に貧弱で多寡が目立たないこと、
幼児墓に副葬品が基本的に供されないことなどの特徴を挙げることができる。もしこれが社会のあり
方を反映しているのだとすれば、社会的規制が弱く、貧富の差や血族などによる階層差が顕在化して
いない社会を想定できるだろう。
第９章結論：ハラフ文化の特質
本論各章で扱ってきた主題は、土器、トロス、集落、セトウルメント･パターン、生業、経済、墓
制など異なっており、各章の結論も一見無関係のように見えるが、実はそれぞれの結論に通底する生
活戦略が隠されている。ハラフ文化の人々が選択したのは、１）移動性確保２）集団規模の分散小
型化３）非食糧生産的な経済活動への転換４）交易活動とネットワークの構築などで、その戦略
－４１－
}ま－言でいうと移動性の確保と分散ネットワーク化としてまとめることができる。そしてその方向`性
でハラフ文化を見直すと、ハラフ文化のアセンブリッジを形成している諸属性のそれぞれの意味が初
めて理解され得る。
ハラフ文化の中核地帯であるジャジーラ地方は、年降雨量変化の影響をもろに受けてしまいやすい
天水農耕地帯の南限に近いというマージナルな生態学的環境であった。花粉分析などの結果、ハラフ
期が始まった頃（補正年代で6,100年ＢＣ、未補正年代で5,300年ＢＣ前後)、すでにジヤジーラ地方
の自然環境は現在とほぼ同様の状態にあったと考えられる。そうした環境を生き抜くためにハラフ文
化の人々が採った生活戦略が上記したものであった。
したがって本論の結論として、ハラフ文化とは、マージナルな環境下で天水農耕のリスクを避け、
非食糧生産的経済活動としての土器作りや交易ネットワークづくりに精力を注いだ、独立性と移動性
の高い小規模な社会集団が形成した文化であることを主張する。ジャジーラという広大な平原環境の
中で成立したユニークなハラフ文化は、ハラフ中期には南東アナトリアのティグリス＝ユーフラテス
河上流域までその版図を広げ､ハラフ後期から終末期にかけて中部メソポタミア方面にも進出するが、
結局のところハラフ文化圏といえる地域は石灰質乾燥土壌で降雨量２００～450ｍｍ程度のジヤジーラ
地方とほぼ類似した環境下にしか広がっていかなかった。それ以外の地域は、ハラフ彩文土器が搬出
された場所でしかない。ハラフ文化はやがて、南メソポタミアに興った灌概農耕を伴ったウバイド文
化の波の中に、吸収されてしまうのである。
灌概農耕の発達や集落の巨大化をキーワードとする都市文明の始まりまでの西アジア史の流れの中
で、ハラフ文化はけっして骨太の主流をなさず、むしろ傍流に置くべき文化と言えよう。しかしなが
ら、交易ネットワークの発達や職業専業化などの面においてみれば、ハラフ文化で達成された要素が
後の都市社会の発達にまで繋がっていったこともまた確実である。
Abstract
HalafCultureisoneoftheprehistoricculturesoftheNearEast,fbnowingtheearlyftlrming
Neolithicculturesandprevioustotheurbanculturesmherefbre,ithasbeendiscussedintheline
ofthedevelopingurbancivilization・ManyscholarsconsideredthattheHalafculturecontained
highsocialcomplexity〕anditwasregardedasthechieftlomsocietyHowever,thisdiscussionhad
beenonlybasedonthechronologicalandspacialpositionoftheHalafculture,andtheconclusion
hasneverbeentestihedbasedonthesocio-economicaspectsofthearchaeologicalinfbrmation・
Therefbre，ｔｈｅａｕthorreconsideredthevariousattributesoftheHalafculture，ａｎｄconcluded
thatthecombinationoftheseattributedcouldbeunderstoodffomtheviewpointsofmobility〕
dispersionandnetworking、ＴｈｅｖａｓｔａｎｄＨａｔｓｔｅｐｐｅｏｆＪａｚｉｒａｗａｓthehomelandoftheHalaf
culture，andtheHalafsettlementsweredistributedalongthesouthernlimitofthisdry-farming
zone・Ｉｎｏｒｄｅｒｔｏａｖｏｉｄｔｈｅｒｉｓｋｏｆｔｈｅdry-farminginthemarginalzone,theHalafpeoplekeptthe
mobility〕theyreducedthesettlementsize，ａｎｄｔｈｅｙａｐｐｌｉｅｄｔｈｅｉｒｅｎｅｒｇｙｔｏｎｏn-fbodeconomic
activitieslikepottery-productionandtradenetworking
Consequently)theHalafculturewasnotthechiefdomsocietydesiringtheexpansionofthe
settlementsizeandsocialcomplexity)butrelativelysmallandindependentsocialgroups．
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論文審査結果の要旨
本論文の目的は西アジア先史時代の村落文化の一つハラフ文化を、社会経済的実態という視点で考
古学資料から追求し、それらを歴史的に評価することにある。分析対象とした資料は土器、円形建築、
集落、生業、土器生産、墓制である。各分析結果を人々の移動性確保と分散ネットワーク化という独
自の視点から評価している。主な審査対象は各資料の分析過程と結果、総合的解釈の妥当性である。
個別実証的研究成果は精綾なものと判断でき、ハラフ文化の各要素を相互に関連付けて総合的に解釈
叙述した点は、新たな成果と評価できた。
これまでハラフ文化は次のように考えられていた。Ｌ紀元前6,100～5,000年頃、北東シリアか
ら北イラクのジャジーラ地方の文化。２．農耕牧畜経済社会が完成した後に出現し、都市文明の胎動
期であるウバイド文化の前段階。３ハラフ文化は都市文明へ至る農耕社会の発展期。４．精織で特
徴的な彩文土器は南東アナトリア、北レヴァント、中部メソポタミア、ザグロスの各地に分布し、そ
れまで地域的に限定された新石器時代上器の様相と違う。５．社会は小さな自給自足的な村落社会で
なく、地域社会の枠組みを越えた大規模で複雑な社会で、ウバイド文化に発展する母体の一つ。６．
首長制段階にある。
上記のうち、３．５６．に対し反論している。これまでの説は土器の編年と分布範囲を基礎として
いるが、集落規模や生業を吟味していないとし、文化要素を考古学的及び民族的に検討し、社会経済
的側面から光を当て、ハラフ文化を次のように再評価した。農耕社会を発展させた首長段階という社
会ではない。雨量の少ない環境のため天水農耕のリスクを避けた。内部及び周辺文化と土器交易など
の経済活動を行った。独立性が高く小規模で平等的な社会集団である。常木説は一つの文化を総合的
に解釈したものとして評価できる。
常木はハラフ文化を考古学的に定義し、遺跡の分布を調べ、自然環境を復元し、土器編年に基づい
た遺跡の編年を行い、住居、集落、墓、生業、経済という物質文化を分析し、その時代的変化をとら
えた。用いた資料はハラフ文化に関する発掘報告書と論文、及び常木が発掘調査や整理分類した遺跡
出土資料である。
分析手法は考古学が中心だｶﾐ、生態学的及び民族誌的方法も採用する。対象とした現代の地域はハ
ラフ文化と同じ地域である｡植生図や花粉分析から復元した自然環境データは遺跡分布や生業に利用。
現代村落のドーム屋根建築の分析は円形建築の解釈に利用。現代村落の人口。面積データは集落人口
の算出に利用。現代シリアの土器工房の分析は土器生産の解釈に利用。
乾燥ステップ地域を細分して自然環境を論じた点は妥当である。ハラフ文化の定義で彩文土器。円
形建築。出土遺物アセンブリッジを属性としたのは常識的であり、問題はない。諸属'性の地理的分布
が異なる点から、ハラフ文化を中核圏、広義の文化園、接触のあった地域と分類したが、これも妥当
である。彩文土器の編年を用いてハラフ文化を成立期、前期、中期、後期、終末期の５期に編年した
ことは、おおむね適切と判断できる。遺跡の５期編年から、Ｌ成立期の遺跡はジャジーラに限定さ
れ、成立期から終末期まで彩文土器があり量的にも多い、２．ジヤジーラ以外では彩文土器出現が遅
れ、在地土器伝統が強く残り、ハラフ彩文土器が混じって出土する遺跡とハラフ彩文土器が主となる
遺跡がある、と指摘した。
ジヤジーラと周辺一部に分布する円形遺跡（トロス）を３分類し、小型を貯蔵施設。炊事施設、中
型を一般住居、大型を共同施設としたのは新たな成果である。成立期に方形住居周辺に貯蔵用小型ト
ロスがあり、前期から中期にはトロスが住居や主要施設のほぼ全てになった。後期に入ると方形小部
屋群で形成された方形建物が再び増加しトロスが減った。後期から終末期はブロックにまとまった密
集的集落へ変化した。土器新石器時代の集落は大規模化と計画化が進んだと言われるが､それに反し、
無規則で拡散的な集落構造となる小さな円形トロスを採用したのが特徴と指摘した。この事実を明ら
かにした点は評価できるが、そこから無規則で拡散的という歴史的な解釈をした点は再検討が必要で
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あろう。
動植物資料の報告を整理し、エンメルコムギやレンズマメの天水農耕と、ヒツジ／ヤギ、ウシ、ブ
タ牧畜が生業という一般的な説を確認し、前代の農法や牧畜法を継承したからと推定した。石器も前
代から継続し、剥片剥離技術や定型的石器の種類や量は前代よりも貧弱化したことから、前代の生業
を保守的かつ細々と継続したと推定した。この状態の後の時代でもほぼ同じであり、安定化という表
現もできるのではないかという疑問が出された。
土器焼成窯を中心に土器生産を分析し、彩文土器の生産は専業工人による商業的生産で、効率的な
印章の発明は物資管理技術を発達させ、彩文土器生産と交易の強化が社会の生活戦略であったと指摘
した点は新たな見解である。しかし、土器焼成窯跡からはこの時期に専業化したという生産の実態が
充分には描かれておらず、彩文土器の分布範囲のみから交易さらに生産専業化を言うのは、証拠不十
分であろう。彩文上器分布はハラフ文化圏とほぼ一致し、それより少し広い範囲に広がるにすぎず、
同じ文化圏内の交易あるいは交換が基本であると思える。
墓は上擴墓、火葬墓、頭蓋埋葬、集団墓がある。死者を土擴に埋葬し、成人は少量の副葬品があり、
幼児は副葬品がない。埋葬場所や頭位方向には規制はない。若年以上の特定人の土壌歯から人骨を取
り出し、別の土壌に再葬、火葬、あるいは頭蓋骨を除いて埋葬する二次葬が行われた。二次葬には土
器や石製容器を破砕し、－次葬より多めの副葬品を添えた。埋葬法の規制は緩やかで、副葬品が貧弱
で多寡が目立たず、幼児墓に副葬品がない、という特徴を指摘している。ここから社会的規制が弱く、
貧富の差や血族などによる階層差が顕在しない社会と推定した。墓制が社会を反映するかどうか、ど
のように反映するかで意見が分かれ、成果を評価することが難しい。
常木の考古学資料の収集と分析は徹底している。既往論文に対する批判は厳しい。新たな発想や資
料解釈は優れているが、それだけに論議を呼ぶ部分がある。一つの方向に資料を解釈するのは論旨が
通るが、やや論証や証拠が不十分と感じられる部分がある。討議の論点で審査員にも課題として残っ
たものがある。土器編年の方法は基礎資料の整理から始める場合と、常木が採用した既分類を再整理
する方法があるが、当該文化の研究水準や編年研究を目的とするかどうかで方法と論述の仕方が分か
れる。論文中で占める資料部分の割合を小さくすることを常木は重視している。土器作りに専業工人
が存在したことを証明することは難しいが、状況からはそう思える。土器交易の説明から移動性を強
調しすぎると、村落の拡大や移動などの多様I性を移動のみで解釈することにならないか。特定の人が
再葬された証拠はないが、されたとしても、それで階層差がない社会といえるのか。交易を強調する
ために食料生産を過小評価していないか。なぜ現代社会のデータを７千年前の遺跡の解釈に利用でき
るのか。
考古学資料を社会経済的な視点から捉え直す試みは、個別資料を包括的に扱い、個別の解釈を結び
つけるものが何かを探求した結果であると評価できる。ハラフ文化を総合的に多種類の考古学資料を
用いて実証的。解釈的に、さらに仮説的に解明した成果には新論点が多く、学界に寄与するところが
大きい。博士論文としての水準に充分達しており、審査委員は一致して合格と判定した。
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